
基本情報

国名 ドイツ

その他の国名（国名で「その他」を選択した場合）

大学名 マールブルク大学

その他の大学名（大学名で「その他」を選択した場合）

所属

言語文化学部・国際社会学部・大学院を選択） 言語文化学部

各学生の専攻する地域言語一覧より選択 ドイツ語

学年 4

留学時学年を選択 3

留学先

学部 German Language and Literature

留専攻

留学期間

開始 2019/8/27

終了 2020/3/19

留学前

ドイツ語能力の向上

異文化交流を通して視野を広く持てるようになること

将来なりたい自分を明確化すること

求められた語学力

英語TOEFL

英語

その他 ドイツ語：B1以上

レベル

情報収集方法

HP

その他

参考になるHP

留学準備

ビザ申請を始めた時期 9月

ビザ申請方法 住民登録後、外国人局にメールをし予約を取り、指定された日に手続きをする。

航空券を準備した時期 7月

航空券準備方法 JALのホームページから

履修登録を始めた時期 10月

履修登録方法 Beleglisteを作成し担当教員からサインをもらう

入寮申込みを始めた時期 5月

入寮申込み方法 留学申し込み時に申請

住居探しを始めた時期

住居探し方法

保険に加入した時期 9月

保険加入方法 到着後のオリエンテーションにて加入

予防接種を受けた時期

予防接種の種類

語学強化を始めた時期

語学強化方法

その他の準備を始めた時期

その他の準備内容

留学中

学年暦

9月

留学の目的



オリエンテーション、語学コース参加

10月

語学コース、1週間の休みのあと授業開始。タンデムを

したり、stammtischにも積極的に参加。

11月

留学生活にも慣れはじめる

12月

クリスマスマーケット巡り

1月

年始は旅行。月末は試験やレポートがあった

2月

前半はプレゼン。後半は旅行

3月

コロナウイルス感染拡大に伴い急遽帰国

留学生科目

科目名 Aufbaukurs Deutsch B2.1

使用言語 ドイツ語

科目名 Sprachkurs für ausländische Studierende A2-B2

使用言語 ドイツ語

科目名

使用言語

科目名

使用言語

科目名

使用言語

学部・大学院科目

受講 可

受講可→聴講のみ/単位取得を選択 聴講のみ

学部・大学院科目

科目名 Neuere Deutsche Literatur

使用言語 ドイツ語

科目名

使用言語

科目名

使用言語

科目名

使用言語

科目名

使用言語

居住環境

居住環境 学生寮

家賃 228 €

支払い方法 銀行口座から自動引き落とし

部屋人数（人部屋） 1人（キッチン、シャワー、トイレは共用）

家族・同居人（人） １フロア１につき18人

門限 なし

食事 自炊

大学までの距離

セキリティ-

全体の印象



大学までの所要時間 バスで30分程度

応募方法 派遣留学の申し込み手続きの際に申請

その他の近隣施設） バスで15分程度の場所にスーパーがある

住居にあった設備 机・椅子（部屋）

机・椅子（共有）

キッチン（共有）

ベッド（部屋）

冷蔵庫（共有）

本棚（部屋）

シャワー（共有）

クローゼット（部屋）

洗面台（部屋）

インターネット（部屋）

ランドリー（部屋）

冷暖房（部屋）

冷暖房（共有）

トイレ（共有）

その他住居にあった設備

治安状況

気をつけるべき点 特に治安が悪いと感じたことはなかった

学内環境

食堂についてのコメント 地下のビストロは美味しいが値段が少し高い。

図書館についてのコメント 綺麗で充実している

インターネットについてのコメント
オリエンテーション期間に登録するアカウントで大学の施設全てでWi-Fiを利用するこ

とが出来る

売店・ブックストアについてのコメント

インターネットの評価

売店・ブックストアの評価

大学のサポートの評価

大学周辺の評価

食堂の評価

図書館の評価

住居周辺の評価



大学のサポートについてのコメント オリエンテーションがとても助かった

全体の印象）についてのコメント

サポートも手厚く、都会すぎなかったため過ごしやすかった。日本語学部はないが、

日本語を学んでいる人は一定数いるため、タンデムパートナーも見つけることが出来

る。

スケジュール

Weekday(放課後の過ごし方）

放課後は図書館や寮で課題をやったり、買い物をしたりすることが多かった。タンデ

ムをしたり、スタムティッシュに参加したりもした。現地の吹奏楽団に入団し、趣味

も続けた。

フランクフルトやドイツ国内を観光した。

オクトーバーフェストに行ったりクリスマスマーケットを巡ったりした。

おすすめスポット・旅行先など

スペインはご飯も美味しく有名な観光スポットもたくさ

んあるのでおすすめ。ドイツ国内ではミュンヘンが特に

良かった。

目標

1 ドイツ語能力の向上

2 異文化交流

3 将来の夢を考える

今後の課題

ドイツ語の勉強の継続

直面した問題、日本で準備すべき、だったと感じたこと

学部の授業についていけるだけの単語力や知識を予め備

えていくべきだったと感じた。

帰国後

進路予定

未定

就職の場合：内定している　あるいは　目指す業界

後輩へのアドバイス

予定していたよりも早くに帰国となってしまいました

が、1学期間だけでも充実した留学生活を過ごすことが

出来ました。1人の時間が増える分、勉強や旅行だけで

はなく、自分自身を見つめ直し、将来のことについて考

えるなど、様々なことに時間をあてて挑戦するとより色

んなものを吸収できると思います。

今後学生から質問が出た場合、メールアドレスを伝えて

も良いですか？
可

その成果３

全体の印象）評価

Weekend(休日の過ごし方)

その成果１

その成果２



基本情報

国名 ドイツ

その他の国名（国名で「その他」を選択した場合）

大学名 マールブルク大学

その他の大学名（大学名で「その他」を選択した場合）

所属

言語文化学部・国際社会学部・大学院を選択） 国際社会学部

各学生の専攻する地域言語一覧より選択 ドイツ語

学年 4

留学時学年を選択 3

留学先

学部
FB01 Rechtswissenschaften (申請時に学部選択可能。留学生対応はFB09の方が良

い。)

留専攻

留学期間

開始 2019/8/30

終了 2020/3/21

留学前

・ドイツ語能力の向上

・国際法の学習

・様々な文化に触れる

求められた語学力

英語TOEFL 特になし

英語

その他 ドイツ語

レベル B2

情報収集方法

友人

先輩

先生

HP

その他

参考になるHP

留学準備

ビザ申請を始めた時期 9月

ビザ申請方法

Ausländerbehörde（市役所の外国人局）にメールをして予約を取り、指定された日

時に必要書類を持って行く。FLIXBUSのチケットなど、旅行の予定を証明できるもの

をメールに添付すると日程を考慮してくれる可能性が高い。それを行ってようやく年

始に取得できた。

航空券を準備した時期 5月

航空券準備方法
ANAで往復航空券を予約。復路便を後日変更する際、日にちによっては5,000～

15,000円の手数料がかかる。

履修登録を始めた時期 10月

履修登録方法

学期開始前に説明会がある。Marvinでシラバスを見て、Marvin・ILIASにて授業を登

録する。さらに留学生はMobility Onlineに受講する授業を登録してBeleglisteを作成

し印刷する。Beleglisteは学期初めに先生のサイン、学期終わりに成績とサインをもら

い、学部コーディネーターに提出する。その後は、マールブルク大学から外大の方に

成績を送ってくれる。

入寮申込みを始めた時期 6月

入寮申込み方法 外大でまとめて申請する際に、寮の希望を聞かれる。（有無、希望する寮名など）

住居探しを始めた時期

住居探し方法 マールブルク大学から大学寮が割り振られる。

保険に加入した時期 9月

保険加入方法 学研災（6月頃）とは別に、オリエンテーション内でAOKの保険に加入。

予防接種を受けた時期

予防接種の種類 特になし

留学の目的



語学強化を始めた時期

語学強化方法

その他の準備を始めた時期 9月

その他の準備内容 オリエンテーションで銀行口座開設、住民登録の書類作成も行なう。

留学中

学年暦

9月

オリエンテーション、インテンシブコース

10月

中旬から授業開始。タンデムとVHSのアシスタントを始

める。

11月

プレゼンに追われながらも、サッカー観戦・クリスマス

マーケット巡り。

12月

クリスマスマーケット巡りの続き。クリスマス休暇。

1月

年始にやっとビザを獲得し海外旅行再開。月末からテス

トとプレゼン。

2月

前半で授業は終了。その後は、寮のメンバーでUNO

会、冬学期の復習、海外旅行など。

3月

コロナウイルスの流行により留学を中止し、帰国。退

寮・銀行口座閉鎖・保険解約などの帰国準備が大急ぎで

大変だった。

留学生科目

科目名 Deutschland aktuell im interkulturellen Vergleich

使用言語 ドイツ語

科目名 Aufbaukurs Deutsch B2.1

使用言語 ドイツ語

科目名 Aussprachetraining B1-C1

使用言語 ドイツ語

科目名

使用言語

科目名

使用言語

学部・大学院科目

受講 可

受講可→聴講のみ/単位取得を選択 聴講のみ

学部・大学院科目

科目名 Völkerrecht

使用言語 ドイツ語

科目名

使用言語

科目名

使用言語

科目名

使用言語

科目名

使用言語

居住環境

居住環境 学生寮

家賃 228 €

支払い方法 口座引き落としまたは現金手渡し

部屋人数（人部屋） 1

家族・同居人（人） 1フロアに18人

門限 なし



食事 自炊

大学までの距離 4～5㎞

大学までの所要時間 バスで30分

応募方法 外大で申請する際、入寮希望欄に記入

近隣施設 銀行

スーパー

薬局

その他の近隣施設） ショッピングセンターまでバスで10分ほど

住居にあった設備 机・椅子（部屋）

机・椅子（共有）

キッチン（共有）

ベッド（部屋）

冷蔵庫（共有）

本棚（部屋）

シャワー（共有）

クローゼット（部屋）

洗面台（部屋）

洗面台（共有）

インターネット（部屋）

ランドリー（共有）

冷暖房（部屋）

冷暖房（共有）

トイレ（共有）

その他住居にあった設備
※Wi-Fiが部屋に完備されている寮は少数派。掃除機はハウスキーパーから借りること

ができる。

治安状況

気をつけるべき点 ごく稀に食堂付近に不審者が出る。

学内環境

食堂についてのコメント 量が多い割には安い。

図書館についてのコメント とても綺麗。自習室・パソコンルームは試験期間混雑するので注意。

インターネットの評価

大学周辺の評価

食堂の評価

図書館の評価

住居周辺の評価

セキリティ-

全体の印象



インターネットについてのコメント 大学のWi-FiとCity Wi-Fiの両方が使えて便利だった。ただ、食堂のWi-Fiは弱め。

売店・ブックストアについてのコメント
観光案内所で大学のグッズが販売されていた。教科書類はOberstadtにある書店で購

入できる。

大学のサポートについてのコメント
International Officeの対応は良かったが、FB01のコーディネーターの対応はあまり良

くなかった。

全体の印象）についてのコメント オリエンテーションとインテンシブコースは参加した方が良い。

スケジュール

Weekday(放課後の過ごし方） 宿題、買い物、タンデム、VHSアシスタントなど

Weekend(休日の過ごし方) 宿題、買い物、旧市街散策、旅行など

おすすめスポット・旅行先など

・マールブルク：旧市街、方伯城

・ドイツ：ミュンヘン（+オクトーバーフェスト）、

アーヘン、ケルン

・その他：プラハ、バルセロナ、リスボン

目標

1 ドイツ語能力の向上

2 国際法の学習

3 様々な文化に触れる

今後の課題

モチベーション維持、語学力向上

直面した問題、日本で準備すべき、だったと感じたこと

その成果３

語彙の強化、専門用語の学習

全体の印象）評価

その成果１

その成果２

インターネットの評価

売店・ブックストアの評価

大学のサポートの評価



帰国後

進路予定

就職

就職の場合：内定している　あるいは　目指す業界

後輩へのアドバイス

留学中は思いがけないことがたくさん起こると思います

が、そこで試行錯誤すればその時は大変でも後で貴重な

体験としてポジティブに受け止められます。その際、日

本人、他国からの留学生、タンデムパートナーなど様々

な人にアドバイスを求めると良いと思います。寮には

様々な国・地域出身の学生がいるので、積極的に話しか

けて仲良くなってみてください。

今後学生から質問が出た場合、メールアドレスを伝えて

も良いですか？
可



基本情報

国名 ドイツ

その他の国名（国名で「その他」を選択した場合）

大学名 マールブルク大学

その他の大学名（大学名で「その他」を選択した場合）

所属

言語文化学部・国際社会学部・大学院を選択） 国際社会学部

各学生の専攻する地域言語一覧より選択 ドイツ語

学年 4

留学時学年を選択 3

留学先

学部 Gesellschaftswissenschaften und Philosophie

留専攻

留学期間

開始 2018/9/3

終了 2019/7/26

留学前

ドイツ語の運用能力を高める

自分の研究分野についての知識を深める

ドイツをはじめとした欧州の文化に触れる

異なる環境で生活することで自立心を養う

求められた語学力

英語TOEFL

英語

その他 ドイツ語

レベル 一部の授業ではだいたいB1レベルが最低条件になっている

情報収集方法

先輩

HP

パンフレット

その他

参考になるHP

留学準備

ビザ申請を始めた時期 9月

ビザ申請方法 市役所の外国人局で申請

航空券を準備した時期 7月

航空券準備方法 オンラインで渡航希望日時、値段と相談して購入

履修登録を始めた時期 10月

履修登録方法 大学の学務用サイトから登録、印刷したリストに担当教員からのサインをもらう

入寮申込みを始めた時期 5月

入寮申込み方法 派遣の場合はネイティブへ提出する書類にて

住居探しを始めた時期 9月

住居探し方法 訳あって退寮してこの時期に住まい探しをしました。WGを探すためのアプリを利用

保険に加入した時期 4月

保険加入方法 派遣留学者用の保険に加入（案内があると思います）

予防接種を受けた時期

予防接種の種類

語学強化を始めた時期 8月

語学強化方法 日常生活で使えそうなフレーズをさらっておく

その他の準備を始めた時期 8月

その他の準備内容 持ち込む荷物の選定、先輩などにいろいろ訪ねておくと吉です

留学中

留学の目的



学年暦

9月

留学生オリエンテーションと3週間の短期語学コース

（希望者のみ）

10月

Winter Semesterの開始

11月

ビザが発行される

12月

年末年始の休暇

1月

授業再開

2月

Winter Semester終了、春休み

3月

春休み

4月

Sommer Semesterの開始

5月

Sommer Semester

6月

Sommer Semester

7月

Sommer Semester終了

留学生科目

科目名

Sprachpraktische Übungen: Sprachkurs für ausländische Studierende A2-B2:

Vertiefung von Wortschatz, Grammatik, Schreib- und Sprechfertigkeit anhand

verschiedener Textsorten

使用言語 ドイツ語

科目名 Sprachpraktische Übungen: Texte lesen und sprechen

使用言語 ドイツ語

科目名
Sprachpraktische Übungen: Aussprache des Deutschen (für Nicht-Erasmus-

Studierende)

使用言語 ドイツ語

科目名 Sprachpraktische Übungen: Mit Literatur Deutsch lernen

使用言語 ドイツ語

科目名 Italienisch für Romanisten A2

使用言語 イタリア語

学部・大学院科目

受講 可

受講可→聴講のみ/単位取得を選択 聴講のみ

学部・大学院科目

科目名 Vorlesung Porträts von Frauen. Hellenismus und Römische Kaiserzeit

使用言語 ドイツ語

科目名 Vorlesung Griechische Architektur der geometrischen bis archaischen Zeit

使用言語 ドイツ語

科目名

使用言語

科目名

使用言語

科目名

使用言語

居住環境

居住環境 ルームシェア

家賃 300 €

支払い方法 口座振り込み

部屋人数（人部屋） 1人部屋

家族・同居人（人） 1人

門限 なし



食事 各自、たまに一緒にとったり

大学までの距離

大学までの所要時間 バスで20分ほど

応募方法 WG-Gesucht（シェアハウスを探すためのアプリ）

近隣施設 銀行

スーパー

郵便局

薬局

その他の近隣施設） フィットネスセンター

住居にあった設備 机・椅子（部屋）

机・椅子（共有）

キッチン（共有）

ベッド（部屋）

冷蔵庫（共有）

本棚（部屋）

本棚（共有）

シャワー（共有）

バスタブ（共有）

バルコニー（共有）

洗面台（共有）

インターネット（共有）

ランドリー（共有）

冷暖房（部屋）

冷暖房（共有）

トイレ（共有）

その他住居にあった設備 テレビ、プリンター、食洗器、乾燥機など

治安状況

気をつけるべき点 街灯が少ない場所も多いので、夜間の外出は気を付けるべき

学内環境

食堂についてのコメント 比較的安くて量がある、メニューのパターンはルーティーン化されてる感覚

住居周辺の評価

セキリティ-

全体の印象

大学周辺の評価

食堂の評価

図書館の評価



図書館についてのコメント 新設の図書館は非常に綺麗で設備も整っている

インターネットについてのコメント 大学のWi-Fiは場所によって強度が変わる、

売店・ブックストアについてのコメント 大学のテキストを扱う書店は町の中心地にあり、品ぞろえはいい感じ

大学のサポートについてのコメント 正直なところ大学のサポートは手厚くはないように感じた

全体の印象）についてのコメント 留学生が多いので授業や学生間の繋がりに関して心配するようなことは少ないと思う

スケジュール

Weekday(放課後の過ごし方）

週一で市民学校の日本語コースの授業アシスタントをしていたほか、タンデムパート

ナーと話したり、Stammtischに参加したりしていた。何もない日は買い物をして、家

で自炊したりしてゆっくりと過ごした。

Weekend(休日の過ごし方)

Semesterticket（学生定期）の適用範囲がかなり広いので、週末はヘッセン州の他の

都市を巡ったりしていた。長期休みにはより遠い州まで足を運んだり、ドイツ国外に

旅行したりした。

おすすめスポット・旅行先など

ドイツ国内であればベルリンやハンブルクは景色もよく

娯楽施設も多いのでおすすめ。クリスマスの時期はシュ

トゥットガルトやドレスデンなども大規模なマーケット

が開催されているので良さげ。国外ではポーランド、ク

ロアチア、モンテネグロなど東南欧が物価も安く、また

違った文化を感じられて良い刺激になった。

目標

1 ドイツ語の運用能力を高め、自分の研究分野についての知識を深める

2 ドイツをはじめとした欧州の文化に触れる

3 異なる環境で生活することで自立心を養う

今後の課題

インターネットの評価

売店・ブックストアの評価

大学のサポートの評価

その成果３

全体の印象）評価

その成果１

その成果２



身に着けたドイツ語を衰えさせず、かつ運用能力をます

ます高めていけるようにする。

異文化環境の中で磨かれた思考や感性を日常生活や研究

の中で活かす。

直面した問題、日本で準備すべき、だったと感じたこと

入ることになる寮の発表がオリエンテーションの初日

だったのですが、希望をお任せにしていたために運悪く

設備がよろしくない最も古い寮に配属となってしまい、

かつ毎夜キッチンでパーティーが開かれていてうるさ

かったので退寮して住まい探しすることを決意しまし

た。向こうで家探しをするのは本当に骨が折れたので、

これから留学する方は寮の情報を事前に事細かに調べた

りしておくことをおすすめします。

帰国後

進路予定

就職

就職の場合：内定している　あるいは　目指す業界 IT業界

後輩へのアドバイス

留学前は不安で不安で仕方なく選択を後悔したこともあ

りましたが、行ってみるとなんだかんだなんとかなりま

すし、最終的には本当に楽しく実のある一年を過ごせた

と感じています。ただ留学を自分にとって最高のものと

するには、事前の情報収集が欠かせないと思うので、先

輩などに気になることは全て尋ねておくと良いと思いま

す。
今後学生から質問が出た場合、メールアドレスを伝えて

も良いですか？
可



基本情報

国名 ドイツ

その他の国名（国名で「その他」を選択した場合）

大学名 マールブルク大学

その他の大学名（大学名で「その他」を選択した場合）

所属

言語文化学部・国際社会学部・大学院を選択） 国際社会学部

各学生の専攻する地域言語一覧より選択 ドイツ語

学年 4

留学時学年を選択 3

留学先

学部 歴史文化学部

留専攻 史学

留学期間

開始 2018/9/1

終了 2019/7/30

留学前

ドイツ語運用能力を高めるため。

卒業論文に向けた資料を収集するため。

自分の関心のあるテーマに関わる都市、地域を訪れること。

求められた語学力

英語TOEFL なし。

英語 特になし。ただ最低限簡単な日常会話はこなせた方が良い。

その他 ドイツ語

レベル B1-B2程度

情報収集方法

友人

先輩

先生

HP

パンフレット

その他 留学前は利用しなかったがトビタテなどの留学情報サイトなども参考になると思う。

参考になるHP

留学準備

ビザ申請を始めた時期 10月

ビザ申請方法
現地に到着して住民登録をした後、現地の外国人局にメールなどで予約を入れ指定さ

れた日にそこで手続きをする。

航空券を準備した時期 5月

航空券準備方法

旅行会社を通して往復航空券を手配した。ただ変更手続などで手間がかかることがあ

るので仲介会社等を挟まずに取る方が良いかもしれない。Skyscanner等の比較サイト

を使うのも手だと思う。

履修登録を始めた時期 10月

履修登録方法
正規学生とは異なり、留学生はBeleglisteというリストに科目を記入し、授業毎に担当

の教員からサインをもらう必要がある。

入寮申込みを始めた時期 5月

入寮申込み方法 留学の手続きの際に一緒に申し込んだ。

住居探しを始めた時期

住居探し方法

保険に加入した時期 4月

保険加入方法 大学指定の保険のみだったためその加入手続きに従った。

予防接種を受けた時期

予防接種の種類

語学強化を始めた時期

語学強化方法

その他の準備を始めた時期

留学の目的



その他の準備内容

留学中

学年暦

9月

インテンシブコースに参加

10月

半ばから冬学期開始

2月

半ばに冬学期終了。授業や学部によっては学期終了後に

テスト期間が設けられるものもあった。

4月

半ばから夏学期開始。

7月

半ばに夏学期終了。授業や学部によっては学期終了後に

テスト期間が設けられるものもあった

1月

留学生科目

科目名 Aufbaukurs Deutsch B2-1

使用言語 ドイツ語

科目名 Sprachpraktische Übungen: Sprachkurs für ausländische Studierende A2-B2

使用言語 ドイツ語

科目名 Deutschland aktuell im interkulturellen Vergleich

使用言語 ドイツ語

科目名 Aufbaukurs Deutsch B2-2

使用言語

科目名

使用言語

学部・大学院科目

受講 可

受講可→聴講のみ/単位取得を選択 単位習得

学部・大学院科目

科目名 Entwicklung der lateinischen Schrift von der Antike bis ins Mittelalter

使用言語 ドイツ語

科目名 Europa im 12. Jahrhundert

使用言語 ドイツ語

科目名 Einführung in die Epigraphik des Mittelalters und die frühen Neuzeit

使用言語 ドイツ語

科目名

使用言語

科目名

使用言語

居住環境

居住環境 学生寮

家賃 216€/月

支払い方法 現金

部屋人数（人部屋） 1人（キッチン、トイレ、シャワーは共有）

家族・同居人（人） フロアには10〜15人程度

門限 なし

食事 自炊もしくは外食

セキリティ-

全体の印象



大学までの距離 恐らく２km程度（坂道含）

大学までの所要時間 学部によるが大体バスで20分程度、徒歩で30〜40分。

応募方法 派遣留学の手続きの際に一緒に

近隣施設 スーパー

その他の近隣施設） スーパーが急坂を降りるが徒歩10分圏内。他には特に何もない。

住居にあった設備 机・椅子（部屋）

キッチン（共有）

ベッド（部屋）

冷蔵庫（共有）

本棚（部屋）

シャワー（共有）

クローゼット（部屋）

バルコニー（共有）

洗面台（部屋）

インターネット（部屋）

ランドリー（共有）

冷暖房（部屋）

冷暖房（共有）

トイレ（共有）

その他住居にあった設備
フロアによっては食器、調理器具類もあったが自分が住んでいたフロアにはほとんど

なかった。

治安状況

気をつけるべき点 学食付近に物乞いの人や変わった雰囲気の人はいたが特段害がある訳ではなかった。

学内環境

食堂についてのコメント
複数あるがどちらも他で外食するよりははるかに安い。ただ味はそこまでいいという

わけではない。

図書館についてのコメント

総合図書館は改装したてで大きく蔵書も非常に多い。ただ施設が大きい割に入り口や

階段が少なくまた授業が行われる建物から離れているため行くのがややおっくうに

なった。また、学部毎にも図書館があり、開館時間はかなり限られていたが豊富な資

料が揃っていた。

インターネットについてのコメント

寮の部屋にWiFiがなく有線のインターネットしかなかったので不便だった。ただ大学

施設に関してはほぼ全館WiFiが完備されており、街中もFreeWiFiが充実していたため

その点は良かった。

インターネットの評価

売店・ブックストアの評価

大学周辺の評価

食堂の評価

図書館の評価

住居周辺の評価

全体の印象



売店・ブックストアについてのコメント
大学直営の売店や書店はなかったが、グッズは観光案内所で、書籍は旧市街に大学関

連のものを扱う書店があった。ただそこまで品揃えがいいというわけではなかった。

大学のサポートについてのコメント

留学開始時に学生の手伝いを受けながら手続きをしたが、担当の人によってバラつき

があった。また、一部の手続きや単位取得に関しては早口のドイツ語と英語でしか説

明されなかったのでよくわからないことも多くあった。ただ、住民登録などの手続き

の手伝いをしてくれたのは非常に助かった。

全体の印象）についてのコメント

全体としては満足できる設備・サポート体制だったが便利さを求めてはいけないとは

思った。特に単位取得の手続きはデジタル化されていない部分がほとんどのため自分

の日程を決めづらいということが多々あった。

スケジュール

Weekday(放課後の過ごし方） 授業の準備、宿題など

Weekend(休日の過ごし方)
旅行、買い物など。但し日曜はほとんどの店が閉まっているため慣れるまではかなり

不便だった。

おすすめスポット・旅行先など

マールブルク旧市街(Oberstadt)

ゼメスターチケットで行けるヘッセン州内及び周辺の各

都市・地域。

目標

1 ドイツ語運用能力の向上

2 卒論に向けた資料収集

3 自分の関心のあるテーマに関する場所の訪問

今後の課題

ドイツ語レベルC1

日本語、ドイツ語、英語に関わらず積極的に会話する

力、質問する力を身に付けたい。

直面した問題、日本で準備すべき、だったと感じたこと

語彙力不足は否めなかった。現地でも十分高めることは

できたがやはり最初からより多くの語彙を持っておけば

もっと増やすことができたと思う。

帰国後

その成果３

全体の印象）評価

その成果１

その成果２

売店・ブックストアの評価

大学のサポートの評価



進路予定

未定

就職の場合：内定している　あるいは　目指す業界

後輩へのアドバイス

事前に持っている情報は多いに越したことはないので、

情報収集はネット、人脈問わず積極的に行うべき。

大学の寮は立地、設備等が様々。場所によってはバスで

大学まで30〜40分かかったり駅まで遠かったり、WiFi

があったりなかったり、エレベーターがあったりなかっ

たりする。事前にマールブルクのStudentenwerkの寮

のサイトをしっかりと確認した方が良い。また、寮に応

募する際に希望を訊く欄がある場合はそこにしっかりと

自分が求めるものを書いておくべき。反映されることも

多いらしい。

今後学生から質問が出た場合、メールアドレスを伝えて

も良いですか？
可



基本情報

国名 ドイツ

その他の国名（国名で「その他」を選択した場合）

大学名 マールブルク大学

その他の大学名（大学名で「その他」を選択した場合）

所属

言語文化学部・国際社会学部・大学院を選択） 言語文化学部

各学生の専攻する地域言語一覧より選択 ドイツ語

学年 4

留学時学年を選択 3

留学先

学部 09 Deutsche Sprache und Literatur

留専攻

留学期間

開始 2018/8/31

終了 2019/7/31

留学前

ドイツ語力、特に会話力の向上

外国に一年間一人で住むことで精神的に成長すること

ドイツ、その他ヨーロッパ各地を旅行し、その文化を肌で感じること

様々な国の学生との交流を通して視野を広げること

求められた語学力

英語TOEFL 特に規定無し

英語

その他 ドイツ語の講義を受けて単位取得を目指すなら最低B1は必要では

レベル

情報収集方法

HP

パンフレット

その他 他大学の留学報告書も参考にしました

参考になるHP

留学準備

ビザ申請を始めた時期 9月

ビザ申請方法 市民登録後外国人局にメールしビザ申請の面会のアポをとる

航空券を準備した時期 6月

航空券準備方法 HISにてJALのオープンチケットを購入

履修登録を始めた時期 10月

履修登録方法 PC上で作ったリストを印刷し担当教員にサインをもらう

入寮申込みを始めた時期 5月

入寮申込み方法 留学申し込み時に寮の希望の有無を聞かれる

住居探しを始めた時期

住居探し方法

保険に加入した時期 9月

保険加入方法 大学のオリエンテーションで手続き

予防接種を受けた時期

予防接種の種類

語学強化を始めた時期 7月

語学強化方法 とにかく語彙を増やすために単語帳

その他の準備を始めた時期 9月

その他の準備内容 銀行口座の開設もオリエンテーションで手続き

留学中

学年暦

留学の目的



9月

留学生向けオリエンテーションで様々な手続き後、授業

開始に向けて週５日３時間のドイツ語の語学コースを受

講

10月

語学コース後一週間の休みの後授業開始

11月

学部によって異なるがReading　Weekという一週間の

休みがあった

12月

週末や放課後はクリスマスマーケット巡り

1月

中旬から授業開始、期末課題が出始める

2月

前半は期末試験とレポート、プレゼンに追われる

3月

長期休暇を活かして様々な国へ旅行、気候も過ごしやす

くなってくる

4月

中旬から授業開始

5月

祝日が２日あり、連休には旅行

6月

６月も祝日が数日あり旅行。帰国の航空券を手配。

7月

３週目が通常は試験期間。期末試験や課題と共に帰国手

続きを進める。

留学生科目

科目名 Sprachpraktische Übungen: Sprachkurs für ausländische Studierende A2-B2

使用言語 ドイツ語

科目名 Studienbegleitender Deutschkurs

使用言語 ドイツ語

科目名

使用言語

科目名

使用言語

科目名

使用言語

学部・大学院科目

受講 可

受講可→聴講のみ/単位取得を選択 単位習得

学部・大学院科目

科目名 Neuere deutsche Literatur Aufbau：Popliteratur

使用言語 ドイツ語

科目名 Die Regionalsprachen des Deutschen

使用言語 ドイツ語

科目名 Speaking and Writing (B1-B2)

使用言語 英語

科目名

使用言語

科目名

使用言語

居住環境

居住環境 学生寮

家賃 191€/月(光熱費込み）

支払い方法 振込または学生会館に直接支払いにいく

部屋人数（人部屋） 1人部屋

家族・同居人（人） １フロア１２人でキッチン・バスルーム共有

門限 なし

食事 なし



大学までの距離 ４ｋｍ

大学までの所要時間 バスで20～30分

応募方法 留学手続き時に学生寮の希望の有無もきかれる

近隣施設 銀行

スーパー

薬局

その他の近隣施設） マールブルク南駅

住居にあった設備 机・椅子（部屋）

机・椅子（共有）

キッチン（共有）

ベッド（部屋）

冷蔵庫（共有）

本棚（部屋）

シャワー（共有）

クローゼット（部屋）

洗面台（部屋）

洗面台（共有）

ランドリー（共有）

冷暖房（部屋）

冷暖房（共有）

トイレ（共有）

その他住居にあった設備 寝具一式（部屋）、パーティールーム、卓球台

治安状況

気をつけるべき点 中心から離れると街灯がないところも多いので夜は注意

学内環境

食堂についてのコメント しょっぱめの味付けが多い

図書館についてのコメント 数年前にリニューアルされたばかりでとてもきれい

インターネットの評価

大学周辺の評価

食堂の評価

図書館の評価

住居周辺の評価

セキリティ-

全体の印象



インターネットについてのコメント 食堂のWi-Fiは弱めだが、大学の建物はどこでもWi-Fi有り

売店・ブックストアについてのコメント 大学のブックストアは無いので教科書も一般の本屋で購入

大学のサポートについてのコメント 留学生が多く対応に慣れているかんじ

全体の印象）についてのコメント 特に不便はなかった

スケジュール

Weekday(放課後の過ごし方） 買い物、カフェ巡り、友達と食堂のカフェでお喋り、タンデムなど

Weekend(休日の過ごし方)

ゼメスターチケット（ヘッセン州＋αの交通機関乗り放題のチケット兼学生証）を使っ

て観光。金曜日が全休だったので泊りがけでドイツ国内外に旅行に行くことも多々

あった。

おすすめスポット・旅行先など

マールブルクからゼメスターチケットで無料で行ける範

囲ならハイデルベルクやカッセルがおすすめ。ドイツ内

ではドレスデンとブレーメン、国外ではギリシャとスペ

インがドイツとはまた全然違う雰囲気で特に楽しかっ

た。ポーランドも物価が安く治安もいいのでお勧め。

目標

1 ドイツ語の語学力向上

2 ドイツ・ヨーロッパ文化を目で見て肌で感じる

3 精神的にたくましくなる

今後の課題

ドイツ語の特にスピーキング力の低下を防ぐ

英語力も高める

留学で得たこと、成長したことをまとめて就活に活かす

直面した問題、日本で準備すべき、だったと感じたこと

その成果３

全体の印象）評価

その成果１

その成果２

インターネットの評価

売店・ブックストアの評価

大学のサポートの評価



他国の留学生に比べて圧倒的に単語力が足りないことを

痛感した。単語力とスピーキングの練習をもう少しして

いたら、もっと高いレベルの授業にも挑戦できたかなと

思った。また、留学生もドイツ人学生も英語は話せて当

たり前というレベルの人が多く、ネイティブレベルの英

会話についていけないことがあったので英語も留学前に

勉強しておくべきだった。

帰国後

進路予定

就職

就職の場合：内定している　あるいは　目指す業界 今のところは旅行業界を目指すつもり

後輩へのアドバイス

渡航前は不安でいっぱいでしたが、行ってしまえば毎日

楽しくて本当にあっという間の一年間でした。勉強を頑

張ることももちろん大切ですが、せっかくのチャンスな

のでぜひいろいろな国や都市を巡ってみたらいいと思い

ます。悔いが残らないよう出来る限りの準備をして充実

した留学生活を送ってほしいです。

今後学生から質問が出た場合、メールアドレスを伝えて

も良いですか？
可



基本情報

国名 ドイツ

その他の国名（国名で「その他」を選択した場合）

大学名 マールブルク大学

その他の大学名（大学名で「その他」を選択した場合）

所属

言語文化学部・国際社会学部・大学院を選択） 国際社会学部

各学生の専攻する地域言語一覧より選択 ドイツ語

学年 3

留学時学年を選択 3

留学先

学部
Faculty of German Studies and History of the Arts(希望とは違う学部に振り分けら

れることもあるが、修正可能)

留専攻 German Language and Literature

留学期間

開始 2017/10/1

終了 2018/7/14

留学前

留学の目的 ドイツ語能力の向上・ドイツでの教育制度の学習・ドイツ文化の経験

求められた語学力

英語TOEFL なし

英語

その他 ドイツ語

レベル B2(留学開始時B1.2程度)

情報収集方法

友人

先輩

HP

その他

参考になるHP http://yuiyoi.chicappa.jp/nintei/marburg/Marburg2014Saki.pdf

留学準備

ビザ申請を始めた時期 10月

ビザ申請方法

現地の市役所で申請。留学生や移民が多く、朝6時から列に並んでも申請できないこと

もあった。2017年11月ごろから整理券制度ができたが、それでもビザを取得するの

に2か月はかかった。

航空券を準備した時期 7月

航空券準備方法

格安航空券HP(イーツアー)・出国の1か月半前にJALのオープンチケットを予約。直前

になると価格が高くなるため、できる限り早く予約することを薦める。帰りの便は、5

月ごろに帰国日の変更を行ったが、3000～4万円の追加料金を払うことになるので、

帰国日が決まり次第早めに予約するべき。

履修登録を始めた時期 10月

履修登録方法

大学HP(ILIAS、MARVIN)にて登録する。詳しい履修登録の仕方は、オリエンテーショ

ン期間中に説明がある。受講する授業が決まったら、履修表(Belegliste)をオンライン

上で作成し印刷する。印刷した履修表に、学期初めには授業の先生にサインをもら

い、テスト後にはサインと成績を合わせて書いてもらう。学期終了後、大学の留学生

課に履修表を提出すると、日本の大学の留学生課に郵送してくれるため、帰国後に取

りに行く。

入寮申込みを始めた時期 6月

入寮申込み方法 留学申請を出す際に入寮希望欄がある

住居探しを始めた時期

住居探し方法 派遣留学の場合自動的に手配される。

保険に加入した時期 7月

保険加入方法

日本の大学で加入が義務付けられている学険災の保険だと、ドイツでのビザ取得に必

須の歯・妊娠をカバーする保険が含まれていないため、出国前にCare Conceptという

保険にオンラインで加入。オリエンテーション期間中に大学が薦めるドイツの保険

(AOK)もあるが、Care Conceptのほうが安い。

予防接種を受けた時期

予防接種の種類



語学強化を始めた時期 9月

語学強化方法 大学の授業開始前の一か月、マールブルク大学が提供するインテンシブコースに参加

その他の準備を始めた時期

その他の準備内容

留学中

学年暦

9月

語学学校インテンシブコース。オリエンテーションで留

学生の友達ができる

10月

10月中旬から授業開始。ビザ取得のため早朝から市役

所に並ぶも混雑により2度断念

11月

タンデムパートナーができる

12月

やっとの思いでビザを取得。街ではクリスマスマーケッ

トが盛り上がる。ゼメスターチケットを活用していろい

ろな都市のクリスマスマーケット巡り。

1月

12月22日頃から1月7日頃までクリスマス休暇。クラ

シックのニューイヤーコンサートを聞きに教会へ。

2月

2月初週がテスト週間。－10℃を観測するほどの寒さ。

雪でバスが止まり寮まで歩いて帰ることも。

3月

海外旅行，冬学期の復習

4月

夏学期開始

5月

祝日が4回あり、5月はあっという間に過ぎた

6月

金曜日が全休だったため週末は格安バスで旅行

7月

7月2週目がテスト週間

留学生科目

科目名 Aussprache des Deutschen

使用言語 ドイツ語

科目名 Texte lesen und sprechen

使用言語 ドイツ語

科目名 Aufbaukurs Deutsch(B2.1)

使用言語 ドイツ語

科目名 Deutschland aktuell im interkulturellen Vergleich

使用言語 ドイツ語

科目名 Praeziser formulieren, korrekter schreiben(B2)

使用言語 ドイツ語

学部・大学院科目

受講 可

受講可→聴講のみ/単位取得を選択 単位習得

学部・大学院科目

科目名 Syntax und Semantik

使用言語 ドイツ語

科目名 Academic English

使用言語 英語

科目名

使用言語

科目名

使用言語



科目名

使用言語

居住環境

居住環境 学生寮

家賃 223ユーロ

支払い方法 銀行引き落とし・最後の2か月は大学の事務局にて現金で

部屋人数（人部屋） 1

家族・同居人（人） 1フロアに18人

門限 なし

食事 自炊

大学までの距離

大学までの所要時間 バスで30分

応募方法 留学申請時の入寮希望欄に記入

近隣施設 銀行

スーパー

薬局

その他の近隣施設） 大型スーパーはバスで10分程度

住居にあった設備 机・椅子（部屋）

机・椅子（共有）

キッチン（共有）

ベッド（部屋）

冷蔵庫（共有）

本棚（部屋）

シャワー（共有）

クローゼット（部屋）

洗面台（部屋）

インターネット（部屋）

ランドリー（共有）

冷暖房（部屋）

トイレ（共有）

その他住居にあった設備

治安状況

気をつけるべき点 夜間に一人で出歩かない。

学内環境

大学周辺の評価

食堂の評価

セキリティ-

全体の印象

住居周辺の評価



食堂についてのコメント

図書館についてのコメント 2018年に新館がオープン。自習用スペースも充実している。

インターネットについてのコメント
オリエンテーション期間中にパスワードとIDを登録すると、Wifiがどこのキャンパス

内でも使えるようになる。

売店・ブックストアについてのコメント

大学のサポートについてのコメント 学期開始前1週間のオリエンテーションが非常に便利

全体の印象）についてのコメント
他国からの留学生が多いため仲良くなりやすい。日本語学部はないものの、日本語の

授業が語学学校で開講されているため、タンデムも見つけやすい。

スケジュール

Weekday(放課後の過ごし方） 買い物，宿題，タンデム，留学生の友達や日本人の友達と料理，スポーツジム

Weekend(休日の過ごし方) 図書館で宿題，国内・海外旅行，夏季は川沿いでバーベキュー

おすすめスポット・旅行先など

マールブルク内：城，植物園，ラーンの川辺

目標

1 ドイツ語能力の向上（主にスピーキング）

2 ドイツでの教育制度の学習

3 ドイツ文化の経験

今後の課題

その成果３

全体の印象）評価

その成果１

その成果２

インターネットの評価

売店・ブックストアの評価

大学のサポートの評価

図書館の評価



ドイツ語能力のさらなる向上・資格取得（C1)

直面した問題、日本で準備すべき、だったと感じたこと

文法や単語など自力でできることはもっと日本で準備し

ていくべきだった

折り紙など日本文化を手軽に紹介できるものをもっと

持っていくべきだった

帰国後

進路予定

就職

就職の場合：内定している　あるいは　目指す業界 航空・旅行会社

後輩へのアドバイス

マールブルクには日本人留学生も少なからずいますが、

せっかく留学に来たのなら、ドイツ人やほかの国からの

留学生の友達を多く作り一緒に過ごす時間を増やすこと

をおすすめします。私は、毎週Stammtischに参加し、

そこでタンデムパートナーも探しました。また、冬の間

は、凍てつくような寒さの上に日照時間が短く、気分が

落ち込んでしまうこともありましたが、部屋で何もしな

いのはもったいないので、ぜひ積極的に外に出て行動し

てみてください。

今後学生から質問が出た場合、メールアドレスを伝えて

も良いですか？
可



基本情報

国名 ドイツ

その他の国名（国名で「その他」を選択した場合）

大学名 マールブルク大学

その他の大学名（大学名で「その他」を選択した場合）

所属

言語文化学部・国際社会学部・大学院を選択） 国際社会学部

各学生の専攻する地域言語一覧より選択 ドイツ語

学年 4

留学時学年を選択 3

留学先

学部 Soziologie

留専攻

留学期間

開始 2017/9/28

終了 2018/7/31

留学前

留学の目的 ドイツ語習得、文化吸収、

求められた語学力

英語TOEFL

英語

その他

レベル

情報収集方法

友人

HP

その他

参考になるHP マールブルク大のホームページ（メールで気軽に質問できます）

留学準備

ビザ申請を始めた時期 11月

ビザ申請方法 現地のStadtbüroに申請

航空券を準備した時期 7月

航空券準備方法 旅行代理店

履修登録を始めた時期 9月

履修登録方法 大学のホームページにて

入寮申込みを始めた時期 6月

入寮申込み方法 手続き上、寮を申請できるフォームがある

住居探しを始めた時期

住居探し方法 寮でした

保険に加入した時期 5月

保険加入方法 外大の保険

予防接種を受けた時期

予防接種の種類

語学強化を始めた時期 7月

語学強化方法 みんなで勉強

その他の準備を始めた時期 8月

その他の準備内容 荷造り、ビザ用の書類などの準備

留学中

学年暦

10月



留学開始、現地の日本人と知り合う、授業始まる、趣味

の合唱も続けるため、現地の合唱団に入る

11月

タンデム開始、最初は思うように伸びず、苦悩

12月

クリスマスシーズン、国内のクリスマスマーケットを回

る

1月

月末から翌月の最初までテストシーズン

2月

大学の最初の学期終了、特にすることなくタンデムを続

ける

3月

旅行、日本に２週間一時帰国

4月

２学期目開始、現地の語学学校の日本語授業のアシスタ

ントを担当する

5月

タンデムが４人になる、語学の勉強不足を感じ、挫折、

日本にいる人と連絡して乗り越える

6月

語学力、ちょっと伸びたのを感じる

7月

テストと最後の旅行、書類などを整理して解約などの手

続きを進める、帰国

留学生科目

科目名 Text lesen

使用言語 ドイツ語

科目名 ドイツ語クラスB2.2

使用言語 ドイツ語

科目名

使用言語

科目名

使用言語

科目名

使用言語

学部・大学院科目

受講 可

受講可→聴講のみ/単位取得を選択 聴講のみ

学部・大学院科目

科目名 マクロ経済

使用言語 英語

科目名 国際関係論

使用言語 ドイツ語

科目名 宗教学

使用言語 ドイツ語

科目名 紛争心理学

使用言語 英語

科目名 政治思想

使用言語 英語

居住環境

居住環境 学生寮

家賃 223ユーロ

支払い方法 毎月手渡しor引き落とし

部屋人数（人部屋） 1

家族・同居人（人） 0

門限 なし

食事 自炊

セキリティ-



大学までの距離 2-3km

大学までの所要時間 30分

応募方法 手続き上、申請できる

その他の近隣施設） 近隣にはパン屋しかなかった

住居にあった設備 机・椅子（部屋）

キッチン（共有）

ベッド（部屋）

冷蔵庫（共有）

本棚（部屋）

シャワー（共有）

クローゼット（部屋）

洗面台（部屋）

インターネット（部屋）

ランドリー（共有）

冷暖房（部屋）

トイレ（共有）

その他住居にあった設備

治安状況

気をつけるべき点
山の方では、たまに猟銃の音が聞こえるので、そっちの方は行かない方がいいです、

大学周辺は夜はおさを飲んだ酔っ払いなどがいるので少し気をつけた方がいいです

学内環境

食堂についてのコメント
夏はハエが多い、地下１階のBistroは高い、２階のMensaは安いがあんまり美味しく

ない、それ以外は基本大丈夫です

図書館についてのコメント 最近、新築の図書館が建ちました、快適です。

インターネットについてのコメント 学内のwifiはたまに繋がらなくなります、なぜか

インターネットの評価

売店・ブックストアの評価

大学周辺の評価

食堂の評価

図書館の評価

セキリティ-

全体の印象

住居周辺の評価



売店・ブックストアについてのコメント 特に自分が感じた不便さはありませんでした。

大学のサポートについてのコメント
サポートしてくれる人の親身さや態度は本当に場所によります、良いところは本当に

親身になってくれます

全体の印象）についてのコメント 授業を受ける教室が古い感じはありますが、それ以外は大丈夫でした

スケジュール

Weekday(放課後の過ごし方） 授業、タンデム、自炊、サッカー

Weekend(休日の過ごし方) 家で休む、旅行、友達の家に行く

おすすめスポット・旅行先など

聖エリザベート教会、Oberstadt（マールブルク内）、

フランクフルト、ハイデルベルク

目標

1 ドイツ語能力の向上

2 文化吸収

3

今後の課題

タンデムを継続的に行い、ドイツ語を使う時間を１週間

の間にいくらか確保する

直面した問題、日本で準備すべき、だったと感じたこと

保険について調べておくべきだった、マールブルクでは

現地で保険に入る必要はなく、学研災で十分です

帰国後

進路予定

就職

就職の場合：内定している　あるいは　目指す業界 ドイツ語が使える業界を希望します

後輩へのアドバイス

その成果３

全体の印象）評価

その成果１

その成果２

売店・ブックストアの評価

大学のサポートの評価



留学前に不安だらけだった自分でもやりきれました。目

標を常に持っていれば、そして少数でも頼れる友人が入

れば、そしてタンデムなど、コンスタントに言語を話せ

る状況になれば、やりきれるはずです。頑張って下さ

い。
今後学生から質問が出た場合、メールアドレスを伝えて

も良いですか？
不可


